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５地域水田農業桧術確ウ試醗
課題名

水桶茄種「ヒノヒカリ」の短期苗利用による疎植・側条施肥栽
培法

分類 ①

試験研

究年次

Ｉ目的

６３～１年（完了）

水稲一麦体系における良食味の低コスト生産を目的として、最近育成された中生の良食味
品種ヒノヒカリの短期苗・疎植栽培による作柄の高位安定化を図るための栽培法を明らかに
する。

Ⅱ試験方法

１試験実施場所農産研究所第３水田（花尚岩質、ＳＬ/SL､造成後9～１０年目､昭和60年
以降は水稲一小麦体系）

２供試圃場の前歴と土壌条件(63年11月水稲収穫後に普通作物肥料研究室調査）

圃場番号

15-①
15-②-a

l5弓②-ｂ

圃場の前歴（昭和６０年以降）

(前頁の課題に具体的に記載している）
・・・地力中～低と呼ぶ
・・・地力中～高と呼ぶ
・・・地力高と呼ぶ

３供試品種：ヒノヒカリ

４移植期：６月16～17日。

寸綜c縫蕊~蓉羅
％％ｃｍｇ
0.1501.7011.5１２３

０．１６０１．８０１４．０124

0.1992.5515.1103

５供試苗の種類:短期苗(2509/箱､10～11日苗､7.3～7.5cm､1.6～1.7L,苗丈比0.93～0.99)、
うす播苗(1509/箱､20日苗、１０～11cm､2.3～2.4L､苗丈比1.24)。
６栽植密度：株間16cm､20cm､24cm(短期苗のみ)。１株植付本数短期苗4.5～5.9、うす播
苗2.8～4.5.

7施肥法(Ｎ成分k8/10a）：標準･･6(基肥)～2(８月9～１０日)～1.5(８月18～19日)、基肥減肥
Ａ,｡4.5(基肥)～2～1.5、基肥減肥Ｂ･･3.0(基肥)～2～1.5、側条Ａ･･4.8(基肥)～2～1.5．
側条、側条Ｂ･･菜種油粕施用のため基肥2.7。この他に､短期苗の側条施肥で穂肥の施用法
を検討。

８移植法：側条施肥区は施肥田植機（Ｙ社４条歩行型）、その他は手植。
９１区面積及び区制：１区15㎡、２区制。

Ⅲ主要成果の概要

九州の代表的な良食味品種として期待が大きいヒノヒカリは、 地力が中以上の水田で短期
苗・疎植・側条施肥等の技術を複合すると、
技術として成立する。

倒伏を軽減して高品質を維持した省力安定生産

１短期苗の育苗法；育苗日数は１０日間を基準とするが、育苗法の詳細については本県、技
連資料23号、又は最新技術情報シリーズ都道府県編･稲栽培・’988を参照する。
２栽植密度と必要箱数；栽植株数は13～17株／㎡で１株植付本数は平均4～5本を目標とす
る。１０ａ当たり必要箱数は12～１０箱程度で、箱数を大幅に節減できる。
３施肥法；lOa当たり基肥窒素施用量は地力の高い圃場では4.5kg、地力が中程度の圃場で
は6.0kgを基準とする。基肥窒素を25％減肥した疎植･側条施肥栽培は倒伏軽減と粒の充実
の面で標準施肥より有利である。穂肥窒素は出穂前20日頃2.0kg､その後8～１０日に1.5kg施
用する。

４短期苗の本田生育と改善策；稚苗の標準栽培に比べて生育中期のl茎当たり生育が劣り、
肥沃度の低い圃場や基肥窒素施用量が少ない条件では10％の減収になる。これを補完する
技術として地力向上と疎植化及び側条施肥等の技術を複合する効果がより大きい。
５目標収量；ｌＯａ当たり570～600kgの玄米収量を目標にする。但し、最高の条件下でも、
うす播苗に比べると3～4％の減収となる。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表短期苗の疎植栽培に衣る本田生育。収量特性（筑紫野市）

圃場
苗の移植後

穂数倒伏
精玄米2.0mm以上精玄米

種類３５日茎数収蚤重量卜k室千鈴雷

本/㎡本/㎡ｋg/10ａ％ｇ
地力中短期苗４８１３３３０．１５２６６１２２．５
～やや低標準との差＊＋2４＋２１±０‐2０士０＋､_盆

地力高 短期苗４５２３６９１．９５６４６２２２．４

標準との差＊＋3６＋2３．０．１‐1１＋６＋０

注）＊は稚苗による標準栽培との差を示す。倒伏程度は無～甚を0～5で示す。

第２表短期苗・疎植栽培の栽培管理と生育収量並びに品質特性(筑紫野市）
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注）①側条Ｂ区は、菜種油粕施用のため基肥を減肥した。．
②葉色はカラースケールによる群落測定値。
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
１．本栽培法の普及により、良食味の低コスト生産が可能となる。
２本栽培法は、地力が中程度以上の水田に適すること、及び稚苗の標準栽培より出穂期
が2日程度遅延することを前提に技術指導を行う必要がある。

Ⅵ今後の研究上の問題点

Ⅶ 資料名．

63年～平成元年度福岡県農業総合試験場農産研究所作物栽培研究室夏作試験成績書


